
 

 

 

News Release 

2025年 7月 

 

伊勢半グループ創業 200 周年を記念する小町紅 

化粧文化が花開いた江戸後期の紅猪口に思いを寄せて 

小町紅 富久
ふ く

よせ 

2025 年 7 月 7 日（月）より予約販売開始 
 

25,000 円（税込 27,500 円） 
 

 

株式会社伊勢半ホールディングスは、2025 年に創業 200 周年を迎えました。これを記念して江戸

時代後期の紅猪口の要素を取り入れて制作した商品「小町紅
こまちべに

 富久
ふ く

よせ」を、創業記念日の 7 月 7 日

（月）より予約販売します。ご注文いただいた商品は、7 月下旬から順次発送します。 

 

小町紅は、江戸時代の製法そのままに、紅花の花びらから赤色色素を抽出して作る日本の伝統的な

口紅です。紅筆や清潔な指に水をつけて、玉虫色に輝く紅を溶き、唇に塗布します。 

江戸の町人文化が花開く文化・文政期（1804-30）、化粧は庶民の間にも広く浸透していきます。 

この度、伊勢半が創業した頃の化粧道具によく見られた「朱に金唐草」文様や、縁起の良い「鶴亀」、   

「松竹梅」を磁器にあしらった、創業 200 周年を記念する贅沢な紅猪口を制作しました。使う方が  

福に富み、幸せが久しく続くよう、人生のハレの日を彩る紅が更に 200 年先まで続くよう、願いを  

込めて名付けた「小町紅 富久よせ」。これまでの 200 年、そしてこの先の 200 年へと続いて行く   

長久の時に思いを馳せつつ、変わらずここにある紅の色をお楽しみください。 

小町紅 富久よせ       



 

 

【商品紹介】 

 小町紅 富久よせ（こまちべに ふくよせ）       25,000 円（税込 27,500 円） 

 

 

窓絵に、吉祥文様の「鶴亀」や「松竹梅」をあしらい、華やかな朱に金唐草文様で周りを彩色。 

 

 

・サイズ     器 ／径 61×高さ 26mm、 

木箱／縦 88×横 88×高さ 45mm 

・使用目安    60 回程度（口紅として） 

・成分      ベニバナ赤 

・容器材質/形状  磁器製/猪口 
 

※数量限定。シリアルナンバーカード付き。 

 

高台の内側には「伊勢半」の銘。 

 

 

【購入方法】7 月 7 日（月）より予約販売開始 
 

■直営施設 紅ミュージアム 東京都港区南青山 6-6-20 K’s 南青山ビル 1 階 

      （6/23～9/28 の間は月・火曜休館。通常は日・月曜及び年末年始、7/7 を休館） 

■Web 通販 伊勢半 紅オンラインショップ https://www.isehan-beni.co.jp 

■電話通販 株式会社伊勢半ホールディングス TEL:03-5774-0296  

（平日 10:00～17:00 土・日曜、祝日定休） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「小町紅 クラシカ／cream／mint／violet」（ケース色全 3種）を 2025 年 6 月 25 日発売 

創業 200周年を記念した小町紅、第一弾。 

伊勢半がこれまで生み出してきたヒット商品から 1950 年に発売した 

「キスミー特殊口紅」のケースデザインを採用して紅板にアレンジしました。 

昭和レトロ感がたまらないクリーム、ミント、バイオレットの色は、10 色 

以上展開されていた当時のケースカラーの中から選んでいます。 

38,000円（税込 41,800円）。使用目安 20回程度（口紅として）。 

ミラー付き、リフィル交換式。 



 

 

【小町紅の特徴】 
 

・山形県で育った紅花を原料に、花びらから抽出する赤色色素のみで出来た

100％天然素材のナチュラルコスメです。1825 年の創業以来、変わらぬ

秘伝の製法で手づくりしています。紅は油分を含まないため、唇にのせた

時の感触がさらっとした軽やかな使用感です。 

・紅の玉虫色の輝きは品質の良い証とされ、水を含ませた筆で溶くと、鮮や

かな赤色に変化します。紅の量と紅を溶く水分の量や、塗り重ねる回数で

濃淡の調整ができ、一人ずつ異なる唇や肌の色を反映した自然な発色です。 

 

【使用方法】 
 

 紅筆（別売 税込価格 3,080 円）または清潔な指に、適量の水をつけ、

端の方から紅を溶いて、唇や肌に塗布してください。 

※ 水に触れた部分は赤く溶けだします。余分な水が入らないように 

ご注意ください。 

※ 1 回に 5mm 角ほどが使用の目安です。 

 

 

 

伊勢半ホールディングス （紅製造、販売）   https://www.isehan-beni.co.jp/ 

2025 年に２００周年を迎えた、現存する最後の紅屋。文政 8 年(1825 年）の創業より受け継が

れる製法で、職人が手作業で紅花の花弁のみを原材料に紅づくりを続ける。東京の南青山には、

紅や化粧の歴史と文化を伝える企業資料館「紅ミュージアム」を構え、紅を知り、体験できる  

スポットとして公開している。（入館無料） 

 

      

商品に関するお問い合わせ先 株式会社伊勢半ホールディングス PR 担当  MAIL  mail@isehan.co.jp 

お客様お問い合わせ先    株式会社伊勢半ホールディングス 本紅事業部 

〒107-0062  東京都港区南青山 6-6-20 K’s 南青山ビル 2 階 

TEL 03-5774-0296 （平日：10:00～17:00 土・日曜、祝日定休） 

 


